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埼玉県さいたま市大宮区錦町427 

異常な職場管理 安全は「ﾄｯﾌﾟﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨ」になっている？ 

職場の努力に報いない経営姿勢 繰り返されるハラスメント・不当労働行為 

旧宇都宮運輸区で行われ

た懲罰的日勤教育により病欠

に追い込まれた仲間が未だ

に職場復帰できていない。 

団体交渉では、原因究明が

不十分な中、精神論で本人を

追い込んだ実態が明らかと 

なった。一方、パワハラ労災申請に対しては、「疑義

を呈さざるを得ない」との矛盾した会社回答を示し

対応を拒否しており、許すことは出来ない！ 

 旧大宮運転区では、管理者から承諾を受け帰宅し

た事象に対し「管理者の承認を得ず無断で帰宅した」

として不当な懲戒処分と転勤が発令された。嘘で処

分を正当化して責任転嫁し、事実に反する掲示によ

り「職場規律」を問題とする会社姿勢の行き着く先

は、「命令と服従の職場」であり絶対に認められない! 

 安全が「経営のトッププライオリ

ティ」になっていないとの懸念の

声が職場で続出している。 

生見尾踏切での人身事故で

は、救出作業中に隣接線が抑止

解除され、ＪＲ西日本塚本駅構内

での死亡事故と同種の人命が奪

われかねない事態が発生。 

新幹線では、統括本部長の「新幹線を止めない」の掲示以

降、重大事象が多発。１月２３日に上野～大宮間で停電事故

と作業員の感電事故が発生し、検査や管理・教育体制の問題

が明らかに。３月６日には郡山駅にてつばさ号が５２０ｍも

過走。ポイントの速度制限を大幅超過し、お客様が受傷。 

また、４月２６日深夜には大幅なダイヤ乱れの中、指令が

乗務員にマジックハンド使用を依頼し拾得させる事象が発

生。安全作業に必要な教育とルールの整備が急務の課題！ 

 小金井運転区で発生した不当労働行為 

委員会活動の懇親会、風呂場、添乗中等あらゆる手段を使い

６名の管理者が脱退策動を行った。一部は事実を認め厳正な

指導が行われたが、事実を認めず逃げ回っている者もいる。

また、会社は被害を受けた組合員から聞き取りを行っていな

い。事実と大きな隔たりがあり許せるものではない！ 

 さいたま運転区で発生した不当労働行為 

面談の際、副長が「組合を熱心にやっているかいないかの名簿を引き継い

でいる」「今の指導員が入った経緯を考え、よく考えて行動してほしい」等と

脱退逍遥を行う。繰り返し発生する支配介入は悪質であり許せない! 

会社施策とシステム化、組織再編の進展によ

り、業務量増大と要員削減が同時進行。社員数は

直近５年で約６２００人も減少！「融合と連携」や複

数箇所勤務、統括センター化により業務の幅が広

がり、企画業務も増大し、働き度は過去最高！ 

一方、職場の努力により業績は順調に回復し、

年度末決算は計画を上回る大幅増益を達成！ 

しかし賃上げは連合平均を下回り、物価上昇にも満たず過去最

大の格差が発生。夏季手当も昨年並みの水準にとどまり、一時金

要求にもゼロ回答。職場の努力に報いない経営姿勢は明らかだ!! 
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田村 浩幸 
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ちなみに▲▲さんは組合激熱ですか？ 

◆◆さん、どういう人が指導員になっているかよく考えて欲しい。 

自分で考えて行動してください！今日は、これ以上のことは言いません。 

組合の役員とかやってるんですか？ 

組合の役員は勤務に対して物凄い文句言ってくるんですよ。 

                                     

                                     

                                     

                                    

 

 

 

・この間３回の交渉を重ねてきたが、会社と「前段議論で認識が合わず」２度の交渉中断となった。 

大地申第２０号 「大宮運転区で発生した不当処分・不当転勤の撤回を申し入れる緊急申し入れ」 

大地申第２６号 「さいたま運転区における、一部副長や指導員等による『労働組合活動への 

支配介入』に対して、この間の労使確認のもと、原因究明と厳正な対処を 

求める」申し入れ ６月１７日提出 

【申し入れ項目】 

１．さいたま運転区で、一部副長や指導員等による「労働組合活動への支配介入」が繰り返し行われてきたため、その 

経過と内容について具体的に明らかにすること。また、なぜこのような行為に及んだのか、原因を明らかにすること。 
 

２．これまで、労使議論を繰り返してきたにも関わらず、不当労働行為が撲滅できない事に関して大宮支社の見解を 

明らかにすること。また、事象を起こした副長、上長及び職場指導を行ってきた大宮支社の責任は重大であること 

から、厳正に対処し、二度と発生させないため、管理者への教育体制や社員周知を抜本的に見直すこと。 

明らかに 

不当労働行為！ 

３月６日・５月１７日・６月２５日 交渉開催 

組合： 会社：起きた事象については明らかにできるが、 

面談内容については『個人の懲戒に関わること』 

なので交渉での回答は控えさせていただく 

・前段議論で認識が合わない事を踏まえ、２回目の交渉で下記の理由を求め、３回目の交渉で回答が出る。 

・会社回答を受け第１項議論に入るが、会社がつかんだ時系列に組合員と管理者との会話が抜けている。 

会社の時系列にはこれがない！ 

処分を正当化するための隠蔽・捏造ではないか？ 

管理者：どうしてもダメか？代わりの人を 

探すことになってしまうからさ。 

組合員：今日は帰ります。   

管理者：わかった。 
⇒会社は「調査の必要はない」と言い切る！ 
※しかし１月１９日に当該管理者に聞き取りをしていた事実がわかり、 

支社から謝罪と回答の訂正がされる状況。 

強引に結論付けて処分を正当化して幕引きを図ろうする姿勢に NO を突き付けよう！  



                                   

                                   

                     

２０２４年７月３日         ＪＲ東労組大宮地本           第２８２号（４） 

ＪＲ東労組大宮地本第１回 

海釣り大会（真鯛）を開催！ 
日にち：202４年７月２日(火)～３日（水） 
場  所：陸奥湾（青森の釣り船 葵ａｏｉ） 

 

ＪＲ東労組大宮地本ネイチャークラブ 

第１５回総会・第１７回例会を開催！ 
日にち：202４年６月５日（水） 
場  所：晴雲酒造（埼玉県小川町） 

 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２０回将棋大会を開催！ 
日にち：202４年６月８日（土） 
場  所：大宮地本会議室 

 

日にち：202４年６月２７日（木） ※今年は渡良瀬川流域を中心に踏査 

立憲主義を取り戻す！ 戦争させない！ ９条壊すな！ 
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日にち：202４年６月２日（日） 場所：北浦和公園 

今こそ平和を希求する行動を！ 

日時：202４年８月３１日（土） １４：００開始 

場所：さいたま市文化センター  

多目的ホール（南浦和駅西口より徒歩７分） 


